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[ 目的1

低分子量タンパク質には細胞や組踊の権能に重要な位

割を担う分子が多く吉まれており、腫揚の進展や自潤

転再多のメカニズム解明に有用であるとの報告がある。

そこで本研究では、肺癌細胞株を対象にした 2ーDE 怯

を用いた低分子量プロテオーム解析より捜得した

SI00 ファミリ ータンパク買の S l00A6 、 S100A lO、

SI凹IA16 のうち、現在までに報告の少ない SlOOA16 に

着目し、肺腺癌 (AC)の新規まま断マーカーとしての有

用性評価を行った。

[方法1
細胞株間の個体差を軽減するために AC 由来細胞昧 2

種 (A549， LC-21ad) とその他の肺癌細胞株3種(扇平上

皮癌 旺旺 LC-AI、大細胞性神経内分泌癌 LCNl、小

細胞癒 N231) をそれぞれ等量混合し、 トリシン 2-DE

怯を用いてタンパク質を分離した咽実験は 3 困独立に

行い、 2-DE ハターンの平均化を行った。他方に比して

AC 由来細駅株において平均 1.5 倍以上の聖現量の蓋が

毘められたスポットは質量分析装置によりタンパク質

を同定した。 同定されたタンパク質のうち SlOOA16 につ

いては 肺癌組踊マイクロアレイ と 111 症例の肺癌組織

を用いた免藍染色怯を行い、組織内晃現と臨床病理学的

因子との相閣を評価した。

I結果と考察1
トリシン 2-DE 陸の結果、 AC で撞現が有意に高かった 7

スポットを抽出した。そのうち 5 スポットが同定され、

その上位 3 種は引曲A6、 SI凹IA lO、 A1同A16 であった。

S lOOA6 タ ンパク質は AC において湿潤能との関連が報

告されている分子であったが、 SI同A10 と出回'A16 に関

しては現在まで AC における詳細な検討の報告はない。
今回の検討で、腫傷細胞における SlOOA16 の開発現はス

テージや腫高怪等の種々の臨床病理学的因子と有意の相

関性を示し、多変量解析の結果より、抽立した予桂予棚

因子になり 得る傾向が示唆された 伊~.Oめ。今佳は症例

教を増やした検討を行うとともに、血清器断マーカー と

しての有用性の検討も行っている。


